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緒言 

アメリカ、ニューヨークでアレクサンダーカートライト

によって、タウンボールが改良され、ベースボールが

誕生したのは 150 年以上前の 1845 年のことである。

それから２６年後の１87１年米国人牧師のウイルソン

によって日本にベースボールが伝えられる。 

１９３１年読売新聞社主催の日米野球にて、大リー

グオールスターが来日することになり、史上初の日本

野球とメジャーリーグとの対戦が実現する。このときの

メジャーリーグオールスターのメンバーにはルー・ゲ

ーリック、ベーブ・ルースなどの大物が顔を揃えた。

東京６大学の現役選手を中心とする全日本との試合

を含め１７試合をし、メジャーが全勝という結果になっ

た。当時の日本とメジャーの力の差は、大人とことも

程のものだったと言える。 
 １９９５年に野茂英雄が日本人初のメジャーリーがと

なってことをきっかけに、長谷川、伊良部、佐々木と

あとを追うように多くの日本人選手が海を渡り、メジャ

ーリーグで実績を残してきた。２００１には野手として

日本人初のメジャーリーガーとなったイチローが、１

年目から、首位打者、盗塁王、新人王、そして最も栄

誉のあるＭＶＰなどの賞を総なめにし、日本人のメジ

ャーでの評価は非常に高くなった。その後も、松井秀

喜や、井口、城島などもメジャー入りし、今では日本

人がメジャーでプレーすることは当たり前のようになっ

てしまった。 
２００６年に行われ、メジャーリーの参加も認められ

たワールド・ベースボール・クラシックでは、日本は見

事優勝を果たし、世界１の栄冠を手にした。今や日本

の野球は世界トップレベルであると言っても過言では

ないほどになっている。 
 

研究目的 

野球はチームスポーツであり、打撃、投球、守備時

にボールに関わるのは、一人であり、個人スポーツの

特性を合わせ持つスポーツである。チーム一人一人

の記録を統計することで見えてくるのは、チームの特

徴、すなわちチームカラーである。打撃のチーム、投

手のチーム、守備のチームと言ったようなものが挙げ

られる。また、これらのチーム同士を比較することでチ

ームの野球における戦略の違い、すなわち野球の質

の違いが明らかになるのだ。 

本研究は、日本プロ野球とアメリカメジャーリーグそ

れぞれの２００７年における成績を平均化し、比較す

ることで日米の野球の質の違いを明らかにするもの

である。 

 

結果・考察 

＜打撃成績＞ 

メジャーでは、２塁打・３塁打・本塁打が多く記録さ

れ、本塁打率・長打率において日本との差が出た。

逆に日本は全安打中の単打の割合が高く、犠打数

においてはメジャーの約２．７倍の割合であった。 

＜守備走塁＞ 

日本は失策数・捕逸数が少なく守備率も良い数値

を残している。また保守の盗塁阻止率なども高いこと

がわかった。メジャーでは、試みられた盗塁の数がお

おく、外野手の補殺の数も多いことから積極的な走

塁をしていることがいえる。 

 
 

まとめ 

日米の記録を比較した中で最も差が顕著に現れ

たのが儀打数であったが、ここに日本とメジャーの野

球の質の違いを見ることが出来る。犠打を多用する

日本の野球は１点を取りに行く堅実な野球、すなわ

ち守りの野球である。一方のメジャーの野球は、犠打

が非常に少ないため、ヒッティングを多用し手いること

が分かる。そのことから、メジャーの野球は攻撃的な

打撃の野球であるといえる。 


